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●例題● ４×６７×２５，８×９９をそれぞれくふうして計算しましょう。 

(とき方) ４×６７×２５＝６７×      ×       ＝６７×   ＝     

  ８×(     －    )＝     －    ＝     

ス タ ― ト 学習日  年  月  日 

８ 式と計算 
年     組      番  

氏名 

1.（ ）を使った式の計算のきまりには，次のようなものがあります。 

(■＋●)×▲＝■×▲＋●×▲ 

（１００＋７）×８＝１００×８＋７×８ 

(■－●)×▲＝■×▲－●×▲ 

（１２９－９）×８＝１２９×８－９×８ 

2. 計算のきまりを使って，くふうして計算することができます。 

㋐ ■＋●＝●＋■    ６＋８＝８＋６ 

㋑ (■＋●)＋▲＝■＋(●＋▲)  (２７＋３９)＋１１＝２７＋（３９＋１１） 

㋒ ■×●＝●×■    ８×１５＝１５×８ 

㋓ (■×●)×▲＝■×(●×▲)  （２６×２５）×４＝２６×（２５×４） 

3. (1) かけ算では，かける数が１０倍になると，積も１０倍になります。 

４×５＝２０ ➜ ４×５０＝２００  

(2) また，かけられる数とかける数をそれぞれ１０倍すると，積は 

１００倍になります。 

４×５＝２０ ➜ ４０×５０＝２０００ 

計算のきまり 

 ふつうは左から順
じゅん

に計算します。 

1.（ ）のある式では，（ ）の中をひとまとまりとみて，先に計算します。 

６００－（１３０＋２７０）＝６００－４００＝２００ 

2. 式の中のかけ算やわり算は，たし算やひき算より先に計算します。 

７－８÷４＋２×３＝７－２＋６＝１１ 

計算のじゅんじょ 
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① じゅんじょを考えながら計算しましょう。 

（１） ２０－９÷３×４＝            （２） ９×（８－４÷２）＝ 

 

 

② □にあてはまる数を書きましょう。 

 

（１）（１０＋８）×４＝１０×      ＋ ８×  

 

（２）（      －      ）÷      ＝ ８÷２－４÷２ 

 

（３）１０９×５＝（      ＋      ） ×５ 

 

        ＝ １００×      ＋      ×５ 

 

③ 計算をしましょう。 

 

（１）４８０＋（５８０－３２０） 

 

（２）２０×（８６－３６） 

 

（３）２７０÷（１６＋１４） 

 

（４）４×６－２１÷３ 

 

（５）１７－３×（１＋４） 

 

 

 

 
 

ホ ッ プ  学習日  年  月  日 

８ 式と計算 
年     組      番  

 

16 問 
氏名 
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ス テ ッ プ  学習日  年  月  日 

８ 式と計算 
年     組      番  

 

8 問 
氏名 

 

❶  計算をしましょう。 

（１） ３６０÷（５６＋３４） 

 

（２）８１－２８÷７×４ 

 

（３）５０×（５４－１２）÷２ 

 

（４）（５０－４４）×８÷２ 

 

 

❷  くふうして計算をしましょう。 

（１）８×９４×１２５ 

 

（２）６×９９ 

 

 

❸ 式に表しましょう。 

（１）１４０円のチーズバーガーと１００円のポテトを１こずつ買って５０

０円出したら、おつりは２６０円でした。 

 

 

 

 

（２）１２０円のノート１さつと１ダース４８０円のえんぴつを半ダース買

ったら、代金は３６０円でした。 
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1. 答えの数になるように，□の中に＋，－，×，÷の記号を入れましょう。 

 

(1) ７＋６   ３×２＝４３   (2) ７×６   ３×２＝３６ 

 

(3) ７－６÷３   ２＝６    (4) ７－（６   ３－２）＝０ 

 

2. ご石を，１つの辺が１０この正方形になるようにならべました。 

(1) 外側のまわりのご石の数を，きよしくんとあきこさんは次のように考え

て計算しました。□にあてはまる数を書きましょう。 

まわりのご石を左の図のようにまと

めて考えました。 

式は， 

（  －１）×  ＝  こ 

です。         （完答） 

 

わたしはきよしくんとは別のまとめ方で考えました。 

だから式は， 

１０×  －  ＝  こ 

です。        （完答） 

あきこさんの考え方を右の図にかい

てみましょう。 

(2) たて，横を１列ずつ増やして正方形をつくるには，ご石があと何こい

るか，次のように計算して求めることができます。 
  

①       ×２＋     ＝    （こ）（完答） 

②      ×２－     ＝    （こ）（完答） 

                 

 

ジ ャ ン プ  学習日  年  月  日 

８ 式と計算 
年     組      番  

 

8 問 
氏名 

 ○○○○○○○○○○ 
○○○○○○○○○○ 
○○○○○○○○○○ 
○○○○○○○○○○ 
○○○○○○○○○○ 
○○○○○○○○○○ 
○○○○○○○○○○ 
○○○○○○○○○○ 
○○○○○○○○○○ 
○○○○○○○○○○ 
 

○○○○○○○○○○ 
○○○○○○○○○○ 
○○○○○○○○○○ 
○○○○○○○○○○ 
○○○○○○○○○○ 
○○○○○○○○○○ 
○○○○○○○○○○ 
○○○○○○○○○○ 
○○○○○○○○○○ 
○○○○○○○○○○ 
 


